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【各基本方針の目標①】  

基本

方針  
基本施策  指標  

目標数値  

①平成 25 年度  

②平成 26 年度  

③平成 27 年度  

（基準年度）  

令和元年度  

(中間年度 ) 

令和 7 年度  

(目標年度 ) 

（
自
然
共
生
社
会
の
構
築
） 

豊
か
な
自
然
の
保
全 

山 林 の 保

全  

森林の手入れ・緑の豊

かさ 
②18％ 32％ 40％ 

山林面積  ②9,266.7 9,385.3 現状維持  

渓 谷 の 保

全  

本城川（牧橋）のＢＯＤ

値  
②0.8ｍｇ/Ｌ 0.5ｍｇ/Ｌ 現状維持  

本城川 （中州橋 ）のＢ

ＯＤ値  
②0.5ｍｇ/Ｌ未満  0.8ｍｇ/Ｌ 現状維持  

森の駅たるみず周辺の

維持管理  
― 実施  実施  

動植物の 

保全  

ウミガメ上陸数  ②1 回  ― 上陸  

県野生希少動植物の

種類  
― 134 種類  現状維持  

快
適
な
生
活
環
境
の
確
保(

生
活
環
境
の
保
全) 

大 気 環 境

の保全  

大気汚染に

係 る環境基

準の達成  

二酸化  

窒素  
②達成  

達成  

（平成 30 年度）  
達成  

騒音に係る環境基準

の達成・維持  
②達成  

達成  

（平成 30 年度）  
達成  

悪臭に関する苦情件

数  
②2 件  4 件  現状以下  

海・河川等

の 水 質 保

全  

本城川下流のＢＯＤ 

７５％値  
②達成  達成  達成  

井川のＢＯＤ値  ②37.0ｍｇ/Ｌ 8.7ｍｇ/Ｌ 2.0ｍｇ/Ｌ以下  

鹿児島湾基準点１の 

ＣＯＤ７５％値  
②2.0ｍｇ/Ｌ以下  2.0ｍｇ/Ｌ以下  2.0ｍｇ/Ｌ以下  

汚水処理人口普及率  ②54.5％ 
60.7％ 

（平成 30 年度）  
91.0％ 

化 学 物 質

の対策  

ダイオキシン類の基準

達成度  
②達成  達成  達成  

まち環境の

整備  

空き家率  ①22.6％ 
25.4％ 

（平成 30 年度）  
現状以下  

耕作放棄地の 

面積  

263ha 

（平成 22 年度）  

248ha 

（平成 27 年度）  
現状以下  

(

循
環
型
社
会
の
構
築) 

貴
重
な
資
源
の
循
環 

バイオマス

の 有 効 利

用  

収集生ごみの堆肥化

率  
― 100％ 100％ 

ごみの減量

化・再資源

化  

１人１日当りの 

ごみ排出量  
②886ｇ/人・日  905ｇ/人・日  829ｇ/人・日  

備考  丸括弧の数値は、基準年度を表す。  
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【各基本方針の目標②】  

基本

方針  
基本施策  指標  

目標数値  

①平成 25 年度  

②平成 26 年度  

③平成 27 年度  

（基準年度）  

令和元年度  

(中間年度 ) 

令和 7 年度  

(目標年度 ) 

（
低
炭
素
社
会
の
構
築
） 

効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用 

エネルギー

対策  

市（行政事務事業）  

温室効果ガス排出量  

4,171 t-CO2 

（平成 19 年度）  

2,794 t-CO2 

（平成 27 年度）  
― 

自動車  

対策  

市保有の環境配慮型

自動車数  
③1 台  6 台  現状維持  

（
環
境
教
育
・
学
習
の
推
進
） 

環
境
と
ふ
れ
あ
う
機
会
の
充
実 

人 と人 、人

と自然の豊

かな関係づ

くり 

大野ＥＳＤ自然

学校利用者数  

市内  ①2,411 人  1,554 人  現状以上  

市外  ①365 人  1,410 人  現状以上  

環 境 理 解

の向上  

錦江湾 ク リーンアップ

作戦参加者数 （夏 の

部） 

②2,489 人  2,228 人  現状維持  

（
地
域
振
興
計
画
を
生
か
す
） 

市
民
参
加
型
の
環
境
活
動 

地 域 振 興

計画の中の

環境行動  

大野地区  
現在の自然学校の地域との連携をさらに深め、今後も運営を継続

する。 

水之上地区  フラワーロードを継続・拡充する。  

牛根地区  学校、公園、鉄道跡地の草払いを実施する。  

新城地区  「おたけどんの郷」から新城小学校までの区間に植栽を継続する。  

松ケ崎地区  道の駅や公民館周辺を定期的に清掃する。  

柊原地区  錦江湾クリーンアップ作戦、浜そうじへの参加を推進する。  

境地区  砂浜に魚介類が生息できるよう、海岸をきれいにする。  

協和地区  温泉マップ等を作成して海潟温泉をアピールする。  

垂水地区  殿様水・三森の水など自然水を整備し、活用する。  

備考  丸括弧の数値は、基準年度を表す。  

 

 

 

 


